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３ リビングウィルへの対応  

  身上監護として、医療サービスや介護サービスを継続する中で、どの様な内容の

医療サービスや介護サービスを受けるか、本人の意向を確認する場面について、成

年後見人等の立場で考えてみましょう。 

 

 第２部 自宅で生活する高齢者・障がい者の支援        

１ 自宅で生活できる能力を尊重した支援  

成年後見人は、自宅で生活されている高齢者、軽度・中度認知症の高齢者、知的

障がい者及び精神障がい者等にとって頼りになる相談役や任意・法定代理人となり

ます。地域で生活する意向の本人ために多様なニーズに対応することが求められま

す。委任契約、任意後見契約及び法定後見制度の活用の在り方について、また、財

産管理や身上監護の代理権の有無の面、さらに、同意権の有無の面について、考え

てみましょう。 

 

２ 事例研究「地域で生活されている軽度・中度認知症の親と知

的障がいの子の支援について」  

地域で生活されている知的障がいの子供さんと高齢の親御さんの世帯の支援に

ついて、親御さんの高齢化による生活力の低下や軽度認知症に伴う判断力の低下に

よるリスクと必要な支援の在り方について、知的障がい者の子供さんの立場と高齢

者の親御さんの立場で考えてみましょう。 

  


